
可
腕
小
説
巻
十
七

可
制
蹴
小
説
巻
十
七

一
、
魚
津
御
馬
廻
組
小
川
忠
左
衛
門
魔
書

一
、
利
家
様
天
正
丸
年
越
前
国
府
中
よ
り
能
州
へ
御
入
園
以
後
、
大

坂
雨
皮
の
御
陣
迄
、
十
七
ナ
度
御
陣
御
座
候
事
。

一
、
天
正
十
年
越
後
図
景
勝
衆
、
越
中
闘
魚
津
城
に
錨
城
仕
刷
、
利

家
様
魚
津
へ
御
出
陣
。
共
刻
前
回
五
郎
兵
衛
様
能
州
七
尾
御
披
代
に

付
、
御
子
息
孫
左
衛
門
様
嶋
一
時
憾
噌
御
供
被
成
候
事
。

一
、
魚
津
御
出
陣
御
留
守
、
能
州
臭
郡
宇
出
待
た
な
ぎ
の
古
按
へ
、

従
越
後
闘
長
奥
市
と
申
者
、
般
に
て
寄
上
り
申
旨
注
進
仕
候
に
付
、

魚
律
よ
り
長
九
郎
左
衛
門
足
軽
頭
大
屋
助
兵
衛
紅
白
臥
伽
喰
名
雨
人
被

遺
‘
七
尾
御
留
守
に
罷
在
候
侍
中
被
指
添
‘
た
な
ぎ
へ
被
建
候
。
五

郎
兵
衛
様
よ
り
は
西
村
源
六
・
高
野
久
内
・
岡
野
少
右
衛
門
・
栂
先
兵

衛
問
人
被
遺
候
。
敵
の
結
隠
し
牢
破
り
迫
梯
申
候
。
御
家
来
中
高
名

御
雌
侠
。

一
、
共
後
松
波
村
よ
り
字
問
津
の
披
へ
、
敵
十
六
人
徳
居
申
候
に
付
、

五
郎
兵
術
様
よ
り
御
家
来
中
、
勿
論
右
閲
人
の
者
も
被
遁
候
庭
、
敵

落
行
き
一
人
も
見
え
不
申
に
付
、
共
妻
子
一
門
五
十
二
人
揚
捕
蹄
陣
。

中
三
番
陀
成
り
‘
悶
取
に
て
一
番
二
番
の
人
数
ば
か
り
被
譜
候
事
。

一
、
同
年
八
月
二
十
八
日
佐
々
内
蔵
助
謀
叛
、
九
月
十
日
末
森
披
を

攻
被
申
候
。
利
家
様
従
賀
州
後
詰
被
成
候
。
五
郎
兵
衛
様
・
播
鰭
守
様

は
、
七
尾
荒
山
の
出
崎
よ
り
.
勝
山
の
披
を
御
攻
被
成
候
。
岡
漣
持
監
・

問
漣
勘
右
衛
門
・
栂
大
事
、
二

J

丸
に
て
鎗
の
迫
合
に
て
高
名
仕
候
。

則
火
を
上
げ
申
供
。

一
、
悶
十
三
年
六
月
村
井
叉
兵
衛
へ
被
仰
付
、
越
中
国
連
沼
を
放
火

被
成
候
。
内
磁
助
栗
栖
迄
出
合
パ
鳥
越
に
て
合
殿
御
座
候
。

一
、
同
年
秋
太
閤
越
中
関
へ
御
馬
出
申
候
。

一
、
同
十
八
年
閥
東
御
陣
、
四
月
中
旬
よ
り
松
枝
披
攻
、
五
月
上
旬

簿
去
。

一
、
同
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
八
王
寺
城
攻
。

一
、
同
年
九
月
棒
臨
へ
御
検
地
K
御
越
。
出
初
園
の
内
新
庄
と
申
所

に

τ
一
授
と
御
取
合
‘
峻
に
成
合
戦
止
申
候
。
此
時
播
磨
守
様
衆
山

内
兵
太
郎
討
死
、
同
内
小
塚
八
右
衛
門
・
馬
淵
源
磁
・
中
村
庄
兵
衛
・

松
原
金
太
夫
・
笠
間
義
兵
街
・
杉
本
七
左
衛
門
武
功
有
之
候
。
犬
谷
刑

部
少
輔
家
来
、
新
庄
居
城
仕
居
申
候
。

一
、
筑
紫
陣
。

可
硯
小
既
巻
十
七

三
一
回

則
利
家
様
へ
御
注
進
被
成
候
底
、
本
七
尾
町
末
赤
坂
と
申
所
に
礁
に

御
懸
被
成
候
事
。

一
、
同
六
月
五
日
利
家
様
魚
津
よ
り
御
蹄
陣
被
成
候
。

一
、
石
励
山
衆
徒
謀
叛
仕
、
越
後
勢
を
引
入
申
に
付
、
直
に
御
攻
被

成
候
。
同
七
月
二
十
四
日
落
去
仕
候
。

一
、
同
年
秋
太
閤
と
柴
田
修
理
苑
劉
陣
に
付
、
利
家
様
御
馬
府
中
ま

で
出
申
候
。
共
年
は
御
唆
に
て
、
十
月
末
に
御
人
数
入
申
候
事
。

一
、
十
一
年
四
月
二
十
一
日
、
柳
瀬
に
て
柴
悶
修
理
苑
敗
軍
の
節
、

利
家
様
柳
瀬
を
御
退
被
成
、
府
中
披
へ
御
楯
飽
被
成
候
。
侍
僅
五
十

人
許
な
ら
で
は
無
御
座
候
。
織
地
も
少
〈
御
座
候
故
、
侍
中
町
へ
罷

出
、
織
地
拾
挺
許
取
参
り
申
候
。
拙
子
も
五
匁
筒
一
挺
取
参
h
y
‘
利
家

様
へ
懸
御
国
申
候
蕗
に
、
御
直
に
ま
築
十
放
分
御
渡
被
成
、
御
指
固
に

τ北
江
口
へ
向
‘
夜
中
に
十
放
な
が
ら
打
ち
、
人
馬
多
く
打
倒
申
候
。

三
，
丸
の
内
山
崎
主
謄
坊
屋
敷
、
侍
拾
人
民
て
堅
め
申
候
。
町
口
に
は

火
を
懸
申
に
付
、
敵
北
江
口
よ
り
攻
込
申
候
。
前
問
右
近
大
夫
様
御

内
源
滅
、
雨
屋
敷
に
て
御
家
来
中
粉
骨
の
防
職
、
外
輸
の
町
に
火
を
服
部

け
、
迫
退
け
被
追
込
打
死
多
〈
御
座
候
。
翠
日
時
-
K
成
、
寧
無
御
臨
候
。

一
、
同
十
二
年
尾
張
固
に
て
太
閤
と
家
康
公
と
合
職
御
座
候
。
御
家

一
、
文
総
元
年
高
麗
陣
。

一
、
大
正
持
陣
、
慶
長
五
年
八
月
九
日
御
師
陣
。

一
、
大
坂
降
、
慶
長
十
丸
年
十
月
十
四
日
に
御
出
陣
。
頚
年
二
月
七
日

御
蹄
陣
。
元
和
元
年
四
月
十
八
日
御
出
陣
。
八
月
御
腕
陣
。

一
、
大
納
言
様
能
州
末
森
城
御
後
巻
の
儀
、
日
本
に
隠
れ
無
御
座
御

売
に
御
座
候
。
太
闘
機
御
時
兼
業
の
が
、
殿
中
、
日
本
圏
中
大
小
名
何

も
御
出
仕
候
中
に
て
、
大
納
言
様
越
後
の
上
杉
景
勝
に
御
向
被
成
候

τ、
先
年
山
の
下
難
所
を
被
越
候
て
.
越
中
魚
津
の
潟
後
巻
天
紳
山

迄
被
出
候
幕
、
共
方
御
手
柄
と
申
事
に
候
。
併
我
等
能
州
末
森
披
致
後

晶
旬
、
内
競
助
温
散
し
、
数
多
鎗
を
い
た
さ
せ
無
異
儀
令
入
按
候
事
は
、

彼
天
紳
山
迄
御
手
前
被
出
候
事
な

E
少
し
の
事
に
候
。
末
森
の
事
に

は
‘
中
々
比
ぺ
に
も
被
申
間
敷
候
由
1

大
納
言
様
被
仰
候
へ
ば
、
兼

業
殿
中
上
下
共
に
‘
兎
に
も
角
に
も
詞
を
御
出
し
候
人
無
之
候
。
故

中
納
言
様
共
御
脇
に
被
成
御
座
、
大
納
言
様
へ
御
向
被
成
候
て
、
苦

々
敷
御
物
語
被
成
様
哉
と
御
笑
止
に
被
思
召
候
由
、
後
日
に
御
諮
り

被
成
候
と
也
。

一
、
浅
野
蹄
正
殿
御
子
息
左
京
殿
も
御
同
道
候
て
、
二
番
目
但
馬
殿

具
足
.
き
せ
ら
れ
可
被
下
旨
‘
大
納
言
様
へ
被
仰
。
則
大
納
言
様
御
手

三
一
五




